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一緒にまちの未来を考え、実行する仲間になってほしいです

まちを
知る

まちに
ついて
考える

考えを
共有
する

結果を
発信
する

今日はここ！

まちづくり会議
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本日のタイムスケジュール



基本構想では次の内容をまとめていきます

１）市役所周辺まちづくり基本構想とは

長期的に本地域をどのような”まち“にするのか

具体的な方向性を定めるものです。

＜基本構想に描かれる要素＞

本地域の現状と課題

↓

まちづくりの方向性

① コンセプト
② 目標
③ 基本方針
④ 具体的な取り組み



本事業は次の体制とスケジュールで進めていきます

１）市役所周辺まちづくり基本構想とは

８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

基本構想策定に係る検討項目

検討委員会等の開催

① 市役所を核とした新しいまちづくり
検討委員会（3回程度） ● ●

② 庁内の検討組織（各2回程度）

③ （仮称）まちづくり会議（２回予定）

地域住民との合意形成

① ワークショップ（３日間）
市役所周辺を核とした新しいまちづくり
勉強会開催

② 市民アンケート調査の実施

③ 地域学習の実施（１回予定）

民間活力導入可能性調査

パブリックコメント実施支援

基本構想のとりまとめ（公表）

基本構想（原案）の作成調査

調査準備
調査

（10月～11月7日）
集計

基本構想（素案）
の作成

基本構想（案）
の作成

シャレット形式で開催
(11/6～8の３日間で開催)

基本構想(素案)

②①

12月21日

12/2
（金）

準 備

基本構想(原案)
1.委嘱、概要説明
2.ｱﾝｹｰﾄ・WS報告
3.現状・課題
4.まちづくりの方向性

R5.01中旬～02上旬で日程調整中



上位計画に即して基本構想をつくっていきます

１）市役所周辺まちづくり基本構想とは

宮古島市
総合計画

宮古都市計画
「都市計画区域の整備、
開発及び保全の方針」

宮古島市都市計画マスタープラン

市役所周辺まちづくり基本構想（素案）

計画期間：10年間
本市島づくり全体の指針

「都市計画」に関する
基本的な方針を定める

本事業ではこちらの
素案を作成していく

即する 即する

即する



基本構想の上位にある都市マスの内容に即する必要があります

１）市役所周辺まちづくり基本構想とは

宮古島市
総合計画

宮古都市計画
「都市計画区域の整備、
開発及び保全の方針」

宮古島市都市計画マスタープラン

市役所周辺まちづくり基本構想（素案）

計画期間：10年間
本市島づくり全体の指針

「都市計画」に関する
基本的な方針を定める

本事業ではこちらの
素案を作成していく

即する 即する

即する



都市マス上で「市民交流エリア」と位置付けられています

１）市役所周辺まちづくり基本構想とは



①市役所がある

②公共施設（消防本部・宮古合同庁舎など）が集積している

本地域の最大の特徴

つまり、宮古島市民がこの地域に訪れる。

足を運ぶ“ついで”にこの地域で市民交流が生まれたら

市に良い波及効果をもたらすのではないか？

特徴を踏まえた仮説

市役所を含む公共施設があるので市民交流エリアとなっています

１）市役所周辺まちづくり基本構想とは



都市マスで「重点推進プロジェクト」に位置付けられています

１）市役所周辺まちづくり基本構想とは



【重点推進プロジェクト】

● 市役所を核とした新しいまちづくりの推進 をするために

１）市役所周辺まちづくり基本構想とは

利便性の高い快適な

住環境を創出する

市民交流拠点の形成

を図る

市民サービス施設の

集積をする

達
成
す
る
こ
と

本地域では、次の３つを達成しながらまちづくりを進めます



利便性の高い快適な

住環境を創出する

市民交流拠点の形成

を図る

市民サービス施設の

集積をする

・市民はどのような
交流を求めているの
かを把握し、仕掛け
づくりを行う

・公共サービスをさ
らに充実させていく

・移動する際の課題
を調査する

・理想的な住環境に
ついて調査する

取
り
組
む
こ
と

達
成
す
る
こ
と

達成に向けて、まず取り組むことは次の通りです

１）市役所周辺まちづくり基本構想とは



本事業では“市民の声”を次の方法で取り入れていきます

１）市役所周辺まちづくり基本構想とは

アンケート
まちづくり会議 ワークショップ

まちづくり会議
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まずはアンケート結果の途中経過を共有します

１）市役所周辺まちづくり基本構想とは

アンケート
まちづくり会議 ワークショップ

まちづくり会議



【実施概要】

（１）目的

・「市役所周辺地区の現状や将来のあり方」について、市民意向を把握し、今

後のまちづくりを進めるための基礎資料として活用する。

（２）実施期間

・2022年10月24日（発送）～2020年11月7日（消印有効）

（３）対象者

・郵送：宮古島市に住む住民（18歳以上）から無作為に抽出した2,000名

・Web：全市民

（４）配布・回収状況（2022年11月22日時点）

・配布数… 2,000票（＋市のホームページにおいてWEB用のURLを公開）

・回収数… 570票（Web :119、紙:451）

・回収率… 28.5％

16

３．市民の意向

3 アンケート調査の結果概要
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【結果概要】

〇市民交流拠点のイメージ（複数回答可）

16.5%

14.2%

14.2%

66.5%

32.3%

65.1%

39.3%

16.0%

3.9%

2.1%

2.5%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

行政機関を中心に働く場として利便性が高いまち

空港の近接性を生かした宿泊施設や観光施設が集積したまち

自動運転やAIなどの最先端技術を積極的に取り入れた

未来型のまち

台風や地震などの緊急時にも市民が安全に避難できる

災害に強いまち

商業施設や飲食・娯楽施設を集積した賑わいあるまち

子育て施設や医療・福祉施設が充実した生活利便性の高いまち

日常的に市民が集い交流する施設やイベント等があるまち

移住やワーケーションなど新しい生活スタイルを提供するまち

特にない

その他

無回答

不正回答

市民交流拠点のイメージ

■その他
・子供が安全に遊べるまち
・スボーツ施設の充実

など

３．市民の意向
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〇利便性の高い快適な住環境を創出するため必要だと思う取組み
について（複数回答可）

37.2%

54.2%

18.8%

57.7%

41.4%

37.4%

40.2%

23.3%

3.7%

3.5%

0.0%

-10% 10% 30% 50% 70%

休日に住民が集まる商業や娯楽機能の誘導

子育て施設や医療・福祉施設等の生活機能の誘導

新たな住宅地の整備

道路や公園などの日常生活に必要な公共施設等の整備

安全な避難道路の確保や地域の防災性向上

排水施設の整備

バス等の公共交通の利便性向上

公共施設や宅地内における緑化の推進

その他

無回答

不正回答

利便性の高い快適な住環境を創出するための取組

■その他
・朝夕の渋滞解消

など

３．市民の意向



〇本地区に訪れたくなるようなまちづくりに必要と思う取組み
について（複数回答可）
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47.4%

14.6%

21.8%

47.4%

43.9%

6.3%

17.7%

32.8%

2.5%

4.4%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

休日に買い物できる商業・サービス機能の誘導

空港の近接性を活かした観光施設や宿泊施設等の

観光機能の誘致

空港や港の近接性を活かした物流機能等の働く場の整備

身近な憩いの場として人々が集まる公園の整備

災害時には地域の防災活動の場となる公園等の整備

別荘地や移住者向けの新たな住宅地の形成

自動運転などの次世代交通の整備

公共空間（施設）を開放し、イベントなどに利活用

その他

無回答

不正回答

訪れたくなるようなまちづくりに必要な取組

■その他
・土日でも子供が遊べる屋内娯楽施
設の充実
・家族で遊べる地区。雨の日に子供
が遊べる施設。 など

３．市民の意向



15.2%

38.1%

18.5%

5.0%

2.3%

2.7%

18.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

空港や市役所が立地する環境を生かして積極的にまちづくり

を進めるべき

自然環境と調和させながら計画的にまちづくりを進めるべき

環境が悪化しないように土地利用をコントロールすればよい

特にない

その他

無回答

不正回答

まちづくりの推進について

■その他

・片側2車線にしたり時間差信号の設置な
ど、交通の安全性と利便性の向上も併
せて行うべき
・行政機関と、新しい働き方に対応した先
端技術の集積した地区にして欲しい。

など

〇本地区のまちづくりの推進について

20

３．市民の意向
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次に、ワークショップの結果を共有します

３）ワークショップ結果の共有

アンケート
まちづくり会議 ワークショップ

まちづくり会議



ワークショップは3日間実施しました

１）市役所周辺まちづくり基本構想とは

■ 目的

①「市役所周辺地区まちづくり基本構想」への市民意向の反映

▶︎ 市民が求める『交流拠点』の未来像を検討する

② 基本構想の実現に向けた取組みの検討

▶︎ R５以降にまず取り組んでみるプロジェクトを検討する

■ プログラムの日程および参加者数

実施日時 当日の流れ 参加者

１日目

令和4年11月６日（日）
13:00〜16:00
場所：宮古島市役所

テーマ『現状を知る』
・市民の交流拠点とは？
・まち歩きの実施

２６名

2日目

令和4年11月7日（月）
18:00〜21:00
場所：宮古島市役所

テーマ『ありたい市民交流拠点の様子を描く』
・４つのテーマに分かれて理想の交流シーンを描く

１９名

3日目

令和4年11月8日（火）
18:00〜20:30
場所：宮古島市役所

テーマ『アクション内容と一歩目を描く』
・２日目のシーンを叶えるためのアイディアを出す
・実現に向けた一歩目を考える

１４名



結果１：色々な課題が出されました

３）ワークショップ結果の共有

市
民
が
感
じ
て
い
る
課
題

子供を遊ばせ
る場所がない

市全体として
健康維持がで
きていない

文化・行
事・歴史を
継承できて
いない

色々な世代が
繋がれる場所
がない

若者が繋がれ
る場所がない

高校卒業したら
島を出て戻って
こない人が多い

気軽に挑戦でき
る場所がない

おじぃおばぁの
知恵を教えても
らえなくなった

仕事を自由にでき
る場所が不足して
いる

職場の人材不足
が問題



結果２：課題から様々なアイディアが導き出されました

３）ワークショップ結果の共有

市
民
が
感
じ
て
い
る
課
題

子供を遊ばせ
る場所がない

市全体として
健康維持がで
きていない

文化・行
事・歴史を
継承できて
いない

色々な世代が
繋がれる場所
がない

若者が繋がれ
る場所がない

高校卒業したら
島を出て戻って
こない人が多い

気軽に挑戦でき
る場所がない

おじぃおばぁの
知恵を教えても
らえなくなった

仕事を自由にでき
る場所が不足して
いる

健康活動プロ
ジェクト

果樹を植えたり、
畑をつかって、子
どもたちが楽しめ

る交流の場

こだわりの
詰まったサロン

市民
まっちゃが
プロジェクト

市
民
か
ら
出
た

ア
イ
デ
ィ
ア

職場の人材不足
が問題



アイディア「健康活動プロジェクト」

３）ワークショップ結果の共有



アイディア「果樹を植えたり、畑をつかって、子どもたちが楽しめる交流の場」

３）ワークショップ結果の共有



アイディア「果樹を植えたり、畑をつかって、子どもたちが楽しめる交流の場」

３）ワークショップ結果の共有



アイディア「果樹を植えたり、畑をつかって、子どもたちが楽しめる交流の場」

３）ワークショップ結果の共有



・20代〜40代

・刺激を求める人、ただ仕事をする場所を求めている人、おしゃれな空間
を求める人、なんとなく寄り道したい人

アイディア「こだわりの詰まったサロン」

３）ワークショップ結果の共有

ど
ん
な
サ
ロ
ン
？

誰
が
来
る
の
？

ポイント１：昼はカフェ、夜はオープンバー

昼は仕事や会話をする、夜は仕事帰りに軽くお酒を飲みながら会話をする

ポイント２：こだわりが凝縮している

家具、店内に流れるBGM、飲食物、展示品全て。からこだわりが詰まっている（週

替わりでテーマが変わるので様々な人が集う動機づけができる）

ポイント３：店員が客同士をくっつける

話しかけやすい雰囲気で、お客さんと気軽に会話をする。顔が広く、共通の趣味の

ある客同士を繋げる役割。

発想の源
“こだわり”に人は惹きつけられて足を運ぶし、会話のきっかけになることが多い。



アイディア「こだわりの詰まったサロン」

３）ワークショップ結果の共有

ど
ん
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
る
？

チーム形成
フェーズ

実験デザイン
フェーズ

実験
フェーズ

本格
フェーズ

・プロジェクトチームを立ち上げる
・色々な課からジョインしてもらう
・多様な属性の市民が関わる必要がある

・全国の面白い事例を視察する
・実験のデザインをする

・市役所１階を試験的にオープンな場にする
・あららがま市の再開＋夜飲みを試験する

・市民投票で場所のデザイン案を決定する
・機能、デザインを追求するチームを形成する
・本事業の他チームのアイディアも統合できそうなの
で一緒にやりたい

工事／OPEN
フェーズ

・オープンまでは市役所で実施できたら良い



以下、アイディア概要

３）ワークショップ結果の共有

市
民
が
感
じ
て
い
る
課
題

子供を遊ばせ
る場所がない

市全体として
健康維持がで
きていない

文化・行
事・歴史を
継承できて
いない

色々な世代が
繋がれる場所
がない

若者が繋がれ
る場所がない

高校卒業したら
島を出て戻って
こない人が多い

気軽に挑戦でき
る場所がない

おじぃおばぁの
知恵を教えても
らえなくなった

仕事を自由にでき
る場所が不足して
いる

健康活動プロ
ジェクト

果樹を植えたり、
畑をつかって、子
どもたちが楽しめ

る交流の場

こだわりの
詰まったサロン

市民
まっちゃが
プロジェクト

市
民
か
ら
出
た

ア
イ
デ
ィ
ア

職場の人材不足
が問題



【新しい視点】アンケートから出てきた新たな課題感も

３）ワークショップ結果の共有

市
民
が
感
じ
て
い
る
課
題

子供を遊ばせ
る場所がない

市全体として
健康維持がで
きていない

文化・行
事・歴史を
継承できて
いない

色々な世代が
繋がれる場所
がない

若者が繋がれ
る場所がない

高校卒業したら
島を出て戻って
こない人が多い

気軽に挑戦でき
る場所がない

おじぃおばぁの
知恵を教えても
らえなくなった

仕事を自由にでき
る場所が不足して
いる

健康活動プロ
ジェクト

果樹を植えたり、
畑をつかって、子
どもたちが楽しめ

る交流の場

こだわりの
詰まったサロン

市民
まっちゃが
プロジェクト

市
民
か
ら
出
た

ア
イ
デ
ィ
ア

地域がつなが
りにくい

住民が憩える
公園や遊び場が

少ない

休日の買い物ができたり、
イベントがあるまちになっ

たらいいな

子育てや医療など日常生活
に必要な機能が欲しい

職場の人材不足
が問題



結果３：宮古島市全体へ次のような波及効果があるのでは？

３）ワークショップ結果の共有

市
民
が
感
じ
て
い
る
課
題

子供を遊ばせ
る場所がない

市全体として
健康維持がで
きていない

文化・行
事・歴史を
継承できて
いない

色々な世代が
繋がれる場所
がない

若者が繋がれ
る場所がない

高校卒業したら
島を出て戻って
こない人が多い

気軽に挑戦でき
る場所がない

おじぃおばぁの
知恵を教えても
らえなくなった

仕事を自由にでき
る場所が不足して
いる

健康活動プロ
ジェクト

果樹を植えたり、
畑をつかって、子
どもたちが楽しめ

る交流の場

こだわりの
詰まったサロン

市民
まっちゃが
プロジェクト

市
民
か
ら
出
た

ア
イ
デ
ィ
ア

地域がつなが
りにくい

住民が憩える
公園や遊び場が

少ない

休日の買い物ができたり、
イベントがあるまちになっ

たらいいな

子育てや医療など日常生活
に必要な機能が欲しい

宮
古
島
市

全
体
へ
の

波
及
効
果

多世代交流による
文化・行事・歴史の継承

Uターン、Iターン増加による
若手人材の増加

職場の人材不足
が問題



①動機の検討
「人は動機があってその場所に行くので、
どの動機をくすぐりたいのか十分に検討していく必要がありそう」

②”集う“ から ”交流“ への仕掛け
「集まる≠交流ではないので仕掛けづくりが鍵になりそう」

③新たな体制づくり
「日常にするためには官民連携の体制づくりが必要となりそう」

結果4： ”集う“ から ”交流“ への仕掛け

３）ワークショップ結果の共有



”集う“ から ”交流“ への仕掛け

３）ワークショップ結果の共有

「祭りに人は集まるけど、そこで交流が生まれるわけではないよね？」

「“仲介役“は必要かも。他にも交流を促す仕掛けがありそうだよね。」



③新たな体制づくり

３）ワークショップ結果の共有

「単発イベントでは意味がない。日常的にするためには、振り返って改善
していくことが大切」

「地域課題を共有したり、施設や予算が必要となる可能性が高いので、行
政と気軽に相談できると嬉しい」

ワンストップ窓口の開設
部署を横断したやりとりができる組織づくり

担当者が部署を移動した後も継続した関係を保ちたい！



今後もぜひみなさんに関わっていただきたいです

３）ワークショップ結果の共有

まちを
知る

まちに
ついて
考える

考えを
共有
する

結果を
発信
する

今日はここ！


